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ら本層群の年代は Aptian～Albian と推定される。崎山層からは Aconeceras sp。や Pseudoleymeriella hatai
などのアンモナイト化石が得られた。これらの生層序学的検討から崎山層は平井賀層最上部～明戸層と対比
されることが明らかになった。明戸層からは層序学的に重要とされる二枚貝化石の Neithea matsumotoi が





















本層群には 6 つの堆積相が識別され、本層群の堆積環境を海底扇状地と推定された。 
各地域の岩相層序・生層序を再検討し、推定された堆積環境の変遷などから、白亜紀の東日本においては、
Hauterivian から Albian にかけて海進をともなって山中白亜系が堆積し、 Barremian から Aptian にかけ
ては海進をともなって銚子層群が堆積したと考えられる。世界的にはこれらの時代を通じた海進が認められ
ないことから、この海進は堆積場の沈降などによる地域的なものであったと考えられる。その後、Aptian か
ら Albian にかけての海進期に宮古層群が堆積し、Coniacian から Santonian にかけての海進期に双葉層群
が堆積した。Campanian から Maastrichtian にかけて那珂湊層群が海底扇状地に堆積したと考えられる。  
 












平成 26 年 2 月 6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査を行い、本論
文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と
判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
